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図 1 在田郡湯浅浜丑ノ新屋敷絵図 (北村家所蔵)
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図3 湯浅祭礼御輿渡御の図 (『紀伊国名所図会 ･後編』)
(3)
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愚 考 氏 名
% 山形屋 久保滞七 .瀬七 a
er 油量 (油伝) 千川件七 b
酒屋 (浦伝) 大浦停威 C
eT 角度 (角長) 加納長兵術 .忠兵術 rd
令 竹屋 竹林善兵衛 .皇太郎 e
曹 赤武 赤桐武兵衛 f
千 赤善 赤桐善右衛門 g
蘇 角度 (角右馬) 池永有馬太郎 h
⑳ 川口崖 川口弥兵術 Ⅰ
′ヽ 不明 久保耳有価的 J
令 角置 く角菩) 中村菩左衛門 k
令 .花屋 (花忠) 大谷忠兵衛 1
JC> 大阪屋 (大三) 北村三右栃門 m











令 不明 散見庄七 p
ザ 不明 畠中作右衛門 q
命 花屋 花屋又助





































































































業種 .商家名 経営者 所在地
和洋 砂糖商 野田寛助 湯浅山家町
氷宝併任入所 穀物肥物商 児島線九良 山家町
呉服太物唐物 嫁入遭具類 市岡太兵術 湯浅山家町道町北角
和漢洋薬種商生 砂糖南棟草 青臭 絹本定右エ門 漁洩連町
寓先物小間物汚物卸 小売商 青耕茂兵術 沸浅蔵町
醤油輿進所 久保瀬七 沸浅道町 a
寓小間物類太物類卸売商 漁洩治兵術 親浅連町




西洋和漢薬種南 井ニ医用持株瓶類 南方利兵術 湯浅蔵町
榊定宿内国通運会社 江戸薪 野下新蔵 沸浅道町
沓油製造所 井酒類売捌所 玄後市三舛支店 湯浅鍛冶ヤ町
幹油穀造所 大浦仲蔵 湯浅北町四十七番地 C
醤油穀造所 千川伸七 沸洩鍛冶屋町 b
国産醤油製造所 久保又右エ門 湯浅鍛冶鹿町 J
醤油製造所 竹林量太良 漁洩鍛冶鹿町 e
♯油敷造所 加納長兵衛 執浅北町 d
醤油製造所 赤棉善右新円 濠浅 g
穀物間島 北村伊助 湯浅凍
奈良凍製造所 島中作右エ門 湯浅中町角 q
私立有田病院 首相美称 漁浅中町
醤油製造所 池永右馬大部 湯浅中町 h
醤油玉井醤輿近所 北村三右エ門 湯浅中町 m
醤油製造所 酒類売掛所 金野久青 漁浅済町
穀物問屋秋田農 岩常長左エ門 有田郡湯浅中町
醤油製造所 赤絹武兵衛 湯浅蔵町 f
















図9 醤油 玉井醤製造所 北村三右工門家 (中町)
図 8 醤油製造所 久保又右 工門 (鍛冶町)
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地広さ 敷地形状 生産畿維 腰形態
南仲町 350坪 角地3方迷路 ･縦長 コ型
北町 約300坪 1方道路 ･横長 E型
北町 約850坪 1方道路 ･横長/2街区角地 口型
北鍛冶町 約200坪 角地2方道路 ･横長
北港冶町 315坪 角地3カ遭路 ･縦長
北町 約200坪 角地3方正路
北浜町 角地2方道路 ･縦長
文化年間 (1804-1818)-昭和6昨 報小 北町 250坪 角地4方漣路 ･縦長
( )は元家業
(7)
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表4 調査家屋主屋概要





















7.0間×6.0間 片入母屋 本瓦 桟瓦 ツシ2階







0 2列2壷 9畳 ･吹き抜け･階段設置
0 2列2重 6畳
2列2重一4畳
0 2列2重 6畳 ･吹き抜け･階段設置
0 2列2重 12畳 ･吹き抜け
0 1PJ2重 8畳 ･半分吹き抜け
格子 虫柵恵+格子 0 0 2列3室 6畳 ･吹き抜け
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Li i iIfI f】
▲ ▲ 主屋 北鍛冶屋町
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仕込戴 室 は 徽 義)
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千森 督子､中嶋 節子､谷 直樹
要旨:本稿は,和歌山県有田郡湯浅町の伝統産業の一つである醸造業に焦点をあて,史料と現存する遺構調査から,
町並みと町家の特性と変容を明らかにするものである｡
湯浅町の醤油醸造は中世からの歴史をもち,江戸時代には蒲の保護を受けて発展し,幕末から近代初頭には醸造
関係家屋は町の中心部に大規模な土地を所有した｡
醸造家の屋敷は,主屋と数棟の付属屋からなる｡主屋は,2階建,一切妻屋根,平入り形式で,開口部の虫龍窓や
半格子が町並み景観を特徴付ける｡ 間取りは通り土間形式で,土間は表通りに面したミセノマと共に商いの場でも
ある｡主屋の横や後方には仕込み蔵,詰め場などの数棟の製造に関係した付属屋が建ち並び,これらの屋敷構成は,
商業地とは異なる湯浅の独自の町並み景観を造っていた｡
周辺地域が大正,昭和時代と次第に変容するなか,近世以来の旧市街地の町並み景観は,今なお歴史的な倖まい
をとどめている｡
(ll)
